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 アミド化合物は化成品や医薬品などに利用される産業上重要な化合物群で













チド合成酵素 ( NRP S )のアデニル化ドメイン ( A ドメイン )を用いて反応の可否











期待されるアミド化合物の合成を試みている。 N RP S における D -アミノ酸導
入の機構に着目することで L -アミノ酸のみならず D -アミノ酸も基質とする A
ドメインを見出し、 D -アミノ酸を含有する多様なジペプチドの合成に成功し
ている。さらに、アミノ酸側鎖のカルボキシ基のアミド化という観点からは
L -As p を L -As n に変換するアスパラギン合成酵素による  -アスパルチルアミ
ド合成、アミノ酸以外のカルボン酸のアミド化の観点からは複合脂質の生合
成に関与し N RP S の A ドメインと類似の機構で脂肪酸をアデニル化する f a t t y  





第４章では、 アデ ニル化反応 の エネ ルギー源であ る ア デノシン三リ ン酸
 2 
(AT P )の効率的供給を目的として、反応により生成するアデノシン一リン酸
( AM P)からの AT P 再生系の構築について検討されている。従来技術では A MP
か ら の AT P 再 生 に は 複 数 酵 素 が 必 要 で あ っ た が 、 本 研 究 で は c l a s s  I I I  
po l yp h os p h a t e  k i n as e  2 や p yr u va t e  ph o s ph a t e  d i k i n ase を利用することで単一酵
素による AT P 再生系を構築しており、それぞれを NRP S の A ドメインによる















よって、本論文を博士 (工学 )の学位論文として価値あるものと認める。  
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